
瀬戸市教育委員会１２月定例会 

 

１ 報  告 

（１）催物の後援・推薦に係る審査結果報告について   （教育政策課長） ・・・Ｐ１ 

（２）催物の後援・推薦に係る実績報告について     （教育政策課長） ・・・Ｐ２ 

（３）令和４年１０月、１１月情報公開請求について 

（教育政策課長、学校教育課長） ・・・Ｐ４ 

（４）令和４年１０月請願について           （教育政策課長） ・・・Ｐ６ 

（５）令和５年二十歳を祝う会について      （まちづくり協働課長） ・・・Ｐ７ 

（６）第１５回愛知県市町村対抗駅伝競走大会の瀬戸市代表選手の決定について 

                           （スポーツ課長） ・・・Ｐ８ 

 

２ 議  案 

第３９号議案 令和５年度瀬戸市教職員定期人事異動方針について 

（学校教育課長） ・・・Ｐ15 

第４０号議案 学齢児童生徒の教育事務の委託について 

                          （学校教育課主幹） ・・・Ｐ24 

 

３ そ の 他 

・日程について                             ・・・Ｐ26 

 



催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 

NO
 

申
請
受
付
 

年
月
日
 

主
 
 
催
 
 
者
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
 
物
 
内
 
容
 
等
 

申
 
請
 

区
 
分
 

入
 
場
 
料
 
等
 

  
 許

可
年

月
日

 

 (
整
理
番
号
) 

参
照
ペ
ー
ジ
 

（
チ
ラ
シ
等
）
 

1 
令
和

4
年

10
月

6
日
 
創
生
社
 

第
二
十
三
回
 
創
生
社
 
書
道
展
 

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
７
階

4・
5
室
 

令
和
４
年
１
１
月
８
日
(火

)～
令

和
４
年
１
１
月
１
３
日
(日

) 

書
道
展
 
創
生
社
メ
ン
バ
ー
が
「
創
作
」
と
「
古
典
の
臨

書
」
を
出
品
展
示
。

 
後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

4
年

10
月

13
日
 

（
4-
28
4-
58
）
 

 

2 
令
和

4
年

10
月

7
日
 
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

Fa
nt
as
ia
 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

Fa
nt
as
ia
 第

19

回
定
期
演
奏
会
 

守
山
文
化
小
劇
場
 

令
和
５
年
５
月
１
４
日
(日

) 

管
弦
楽
の
生
演
奏
に
よ
り
、
演
奏
者
と
一
般
聴
衆
が
感
動

と
豊
か
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
音
楽
文
化
の

向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

4
年

10
月

20
日
 

（
4-
29
2-
59
）
 

P2
7，

28
 

3 

令
和

4
年

10
月

11

日
 

株
式
会
社
マ
ナ
ビ
テ
ィ
ー
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
 

ロ
ボ

団
長

久
手

校
 

神
宮

前
校
 

高
辻
校
 

令
和
５
年
１
月
６
日

(
金

)
～
令
和

５
年
３
月
２
６
日
(日

) 

地
域
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る

Py
th
on
(パ

イ
ソ
ン
）
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
小
学
１
～
４
年
生
に

は
教
育
用
レ
ゴ

SP
IK
E
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
制

作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
小
学

5～
中

学
3
年
生
に
は
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
基
盤

mi
cr
o:
bi
t

と
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
や

Py
th
on

の
説
明
を
身
の
回
り
で

Py
th
on

が
使
わ
れ
て
い
る
実
例
を
用

い
て
行
い
ま
す
。
実
際
に
操
作
入
力
を
し
て
も
ら
い
、
ロ
ボ

ッ
ト
制
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加

料
 

有
料

：
10
00

円
 

令
和

4
年

10
月

20
日
 

（
4-
29
3-
60
）
 

P2
9，

30
 

4 

令
和

4
年

10
月

12

日
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 

エ
ム
・
ト
ゥ
・
エ
ム
 

ど
う
ぞ
フ
ー
ド

to
to
、
ど
う
ぞ
ラ

ン
チ

to
to
 

さ
る
な
か
と
ん
な
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
（
菱
野

ウ
ィ
ン
グ
ビ
ル
）
 

令
和
４
年
１
１
月
１
３
日

(
日

)
～

令
和
５
年
３
月
３
１
日
(金

) 

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
や
ひ
と
り
親
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
が
目
的
。・

食
料
支
援
ど
う
ぞ
フ
ー
ド
：
水
～
日
 

10
：
00
～
15
：
00
 
対
象
者
に
食
料
等
配
布
 
 
・
こ
ど
も

食
堂
 
ど
う
ぞ
ラ
ン
チ
：
日
曜
日
の
お
昼
ご
は
ん
 
・
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
に
…
「
お
菓
子
屋
さ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
配
布
。 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
有
料
：
30
0
円

（
大
人
の
み
）
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

4
年

10
月

25
日
 

（
4-
29
4-
61
）
 

P3
1 

5 

令
和

4
年

10
月

25

日
 

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
コ
ネ

ク
ト
株
式
会
社
 

コ
ネ
ク
ト
ス
ク
エ
ア
 

主
催
者

が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン

サ
イ
ト
上
 

令
和
４
年
１
１
月
２
５
日

(
金

)
～

令
和
４
年
１
２
月
２
８
日
(水

) 

主
に
中
部
地
域
に
お
住
い
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
「
気

づ
き
」
か
ら
「
や
っ
て
み
る
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
様
々
な
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
創
造
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加

料
 

有
料

：
20
00

円
 

令
和

4
年

11
月

1
日
 

（
4-
30
8-
62
）
 

P3
2，

33
 

6 
令
和

4
年

11
月

7
日
 

萩
山
台
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
 

ゴ
ミ
の
分
け
方
勉
強
会
 

萩
山
小
学
校
体
育
館
 

令
和
４
年
１
２
月
１
７
日
(土

) 

ゴ
ミ
の
分
け
方
を
理
解
す
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

環
境
保
全
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
生
活
す
る
地

域
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

4
年

11
月

9
日
 

（
4-
31
2-
63
）
 

P3
4 

7 
令
和

4
年

11
月

9
日
 

瀬
戸
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
小
学
校
 

株
式
会
社
教
育
シ
ス
テ
ム
 

代
表
取
締
役
 
長
尾
 
幸

彦
 

英
語
で
楽
し
み
な
が
ら
異
文
化
に

出
会
う
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ

ー
 

瀬
戸
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
小
学
校
 

令
和
４
年
１
２
月
２
４
日
(土

) 

瀬
戸
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
小
学
校
で
は
英
語
を
楽
し
み
な
が
ら
異

文
化
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
本
催
物
を
計

画
。
子
ど
も
た
ち
が
英
語
学
習
へ
の
抵
抗
感
を
感
じ
ず
英
語

へ
の
関
心
を
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

4
年

11
月

17
日
 

（
4-
31
7-
64
）
 

P3
5 
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 

 

NO
 

報
告
受
付
 

年
月
日
 

報
告
 

区
分
 

主
 
 
催
 
 
者
 

（
申

請
者

）
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
物

の
実

績
等

 
後
援
・
推
薦
の
効
果
等
 

1 

令
和

4
年

10
月

21

日
 

後
援
 

愛
知
県
小
中
学
校
音
楽
教
育
研

究
会
 
尾
張
教
育
研
究
会
 

若
山
 
由
美
子
 

令
和
４
年
度
 
愛
知
県
小
中
学

校
音
楽
教
育
研
究
大
会
（
愛
日

大
会
）
 

尾
張
旭
市
文
化
会
館
 
大
ホ
ー
ル

（
同
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）
 

令
和

4
年

10
月

14
日
(金

) 

参
加
人
員
：
18
0
人
 

入
場
人
員
：
10
0
人
 

瀬
戸
市
か
ら
は
、
23

名
の
教
員
が
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両

方
で
参
加
し
た
。
研
究
発
表
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
践
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
お
い
て
の
音
楽
教
育
に
大
変

参
考
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。
合
唱
や
演
奏
に
か
な
り
制
限
の
あ

る
音
楽
活
動
に
お
い
て
特
に
鑑
賞
の
研
究
は
大
い
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
た
。
講
演
も
教
員
に
と
っ
て
が
久
し
ぶ
り
で
教
員

個
々
の
の
音
楽
教
育
の
新
た
な
発
見
を
習
得
で
き
た
。
 

2 

令
和

4
年

10
月

27

日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
 

太
田
 
貴
行
 

第
20

回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
 

瀬
戸
市
立
萩
山
小
学
校
体
育
館
 

令
和
４
年
１
０
月
２
２
日
(土

) 

参
加
人
員
：
25

名
 
 

入
場
人
員
：
42

名
 

瀬
戸
市
内
の
学
校
や
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
本
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
援
名
義
使
用
を
す

る
こ
と
で
社
会
的
な
信
用
度
を
高
め
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な

く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
地
域
へ
の
普

及
、
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
 

3 

令
和

4
年

10
月

31

日
 

後
援

(継
続
) 

一
般
社
団
法
人
日
本
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
推
進
協
会
 

山
田
 
康
明
 

体
幹
・
か
け
っ
こ
教
室
 

南
ヶ
丘
運
動
広
場
 

令
和
４
年
１
０
月
２
２
日
(土

) 

参
加
人
員
：
89

人
 
 

入
場
人
員
：
89

人
 

市
内
の
多
く
の
小
学
生
か
ら
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

4 
令
和

4
年

11
月

7
日
 

後
援

(継
続
) 

St
or
y 

St
re
et
 

Ko
da
wa
ri
n 

実
行
委
員
会
 

柘
植
 
千
佳
 

食
育
マ
ル
シ
ェ
・
お
そ
と
の
フ

ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

CB
C
ハ
ウ
ジ
ン
グ
長
久
手
 

令
和

4
年

4
月

17
日
(日

)・
令
和

4
年

10
月

16
日
(日

) 

入
場
人
員
：

4/
17

 
12
00

人
 
10
/1
6 

14
00

人
 

チ
ラ
シ
に
後
援
名
義
を
掲
載
し
ま
し
た
結
果
、
チ
ラ
シ
を
見

た
多
く
の
お
子
さ
ん
連
れ
家
族
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
も
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

5 
令
和

4
年

11
月

7
日
 

後
援

(継
続
) 

せ
と
末
広
商
店
街
振
興
組
合
 

理
事
長
 
大
橋
 
徹
太
郎
 

千
客

万
来

招
き

猫
マ

ル
シ

ェ
 

子
ど
も
商
店
街
 

瀬
戸
市
・
末
広
町
商
店
街
 

令
和
４
年
１
０
月
２
９
日
(土

)・

令
和
４
年
１
０
月
３
０
日
(日

) 

参
加
人
員
：
87

人
 
 

入
場
人
員
：
50
0
人
 

多
数
の
小
中
学
生
が
参
加
、
そ
れ
に
伴
っ
て
保
護
者
に
も
来

場
い
た
だ
き
商
店
街
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
 

6 
令
和

4
年

11
月

8
日
 

後
援
 

一
般
社
団
法
人
 
日
本
親
子
応

援
団
 

小
原
 
茉
奈
 

こ
ど
も
の
未
来
応
援
講
座
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
 
４
Ｆ
大
会
議
室
 

令
和
４
年
１
０
月
６
日
(木

)・
令

和
４
年
１
０
月
１
９
日
(水

) 

参
加
人
員
：
15

組
20

名
 

後
援
名
義
使
用
せ
ず
に
講
座
を
し
た
際
よ
り
数
多
く
の
方

に
参
加
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
よ

り
後
援
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
参
加
で
き
た
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

7 
令
和

4
年

11
月

8
日
 

後
援
 

一
般
社
団
法
人
瀬
戸
青
年
会
議

所
 

鈴
木
 
康
浩
 

一
般
社
団
法
人
瀬
戸
青
年
会
議

所
20
22

年
度
「
火
」
の
魅
力
体

験
事
業
（
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
）
 

愛
知
県
立
瀬
戸
西
高
等
学
校
 

令
和
４
年
１
０
月
２
２
日
(土

) 
参
加
人
員
：
57
0
人
 

後
援
い
た
だ
け
た
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
へ
の
安
心
感
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
チ
ラ
シ
な
ど
広
報
時
、
参
加
者
の
確
保
に
多
大

な
る
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 

 

8 
令
和

4
年

11
月

9
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
子
供
太
鼓
 
こ
ま
い
ぬ
座
 

水
野
 
忠
治
 

３
２
周
年
 
演
奏
会
 

瀬
戸
蔵
 
つ
ば
き
ホ
ー
ル
 

令
和

4
年

10
月

29
日
(土

) 

参
加
人
員
：
10
0
人
 
 

入
場
人
員
：
50
0
人
 

32
周
年
演
奏
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
市
内
各
地
の
公

共
施
設
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
お
世
話
に
な

っ
た
施
設
や
店
舗
等
で
も
設
置
、
貼
り
出
し
を
し
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
卒
業
し
た
中
学

3
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、

参
加
者
全
員
が
感
動
し
、
充
実
感
を
味
わ
う
事
が
で
き
る
思
い

出
深
い
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

※
「
参
加
人
員
」
…
主
催
者
を
除
く
事
業
へ
の
参
加
者
数
 
 
 
※
「
入
場
人
員
」
…
催
物
の
一
般
入
場
（
来
場
）
者
数
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令
和
４
年
１
０
月
、
１
１
月
情
報
公
開
請
求
一
覧
(教
育
政
策
課
分
)

N
o

請
求

年
月
日

請
求
区
分

請
求
内
容

決
定
通
知

年
月
日

開
示
区
分

開
示
文
書
名

担
当
部
署

備
考

　

開
示

○
開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
部
分

個
人
の
家
族
に
関
す
る
情
報

○
開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
理
由

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
瀬
戸
市
情
報
公
開
条
例
第
７
条
第
２
号
に
該
当
す
る
た

め
。

「
第
2
次
瀬
戸
市
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
お
け
る
学
校
作
業
部
会
に
関

す
る
す
べ
て
の
文
書

教
育
政
策
課

開
示

一
部
開
示

菱
野
団
地
適
正
配
置
に
関
す
る
決
裁
、
打
ち
合
わ
せ
議
事
録
、
資
料
等

教
育
政
策
課

令
和
元
年
度
、
2
年
度
、
3
年
度
に
実
施
し
た
第
2
次
瀬
戸
市
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
自
己
点
検
に
関
す
る
評
価
担
当
委
員
の
分
担
表

教
育
政
策
課

「
第
2
次
瀬
戸
市
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
訂
版
」
に

関
す
る
2
0
1
9
、
2
0
2
0
､2
0
2
1
年
度
の
自
己
点
検
評
価

意
見
・
提
言
担
当
表
」

令
和
4
年

1
1
月
2
1
日

菱
野
団
地
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
資
料
全
般

令
和
4
年

1
1
月
2
日

1
令
和
4
年

1
0
月
7
日

公
文
書

開
示
請
求

3
令
和
4
年

1
１
月
8
日

公
文
書

開
示
請
求

2
令
和
4
年

1
１
月
8
日

公
文
書

開
示
請
求

「
第
2
次
瀬
戸
市
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
訂
版
」

「
第
3
節
　
計
画
の
改
定
体
制
」
に
記
載
さ
れ
た
「
学

校
作
業
部
会
」
に
関
す
る
す
べ
て
の
文
書

令
和
4
年

1
1
月
2
1
日
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令
和
４
年
１
０
月
、
１
１
月
情
報
公
開
請
求
一
覧
（学

校
教
育
課
分
）

N
o

請
求

年
月
日

請
求
区
分

請
求
内
容

決
定
通
知

年
月
日

開
示
区
分

開
示
文
書
名

担
当
部
署

備
考

1
令
和
4
年
1
0
月
3
日

公
文
書
開
示

請
求
書

に
じ
の
丘
学
園
の
経
営
方
針
に

「
応
用
力
・
対
応
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
」
と
あ
る
。
2
0
2
0
年
度
、

2
0
2
1
年
度
、
2
0
2
2
年
度
に
お
け

る
右
指
導
に
関
す
る
す
べ
て
の

文
書

令
和
4
年
1
1
月
1
5
日

不
開
示

学
校
教
育

課

決
定
の
内
容

請
求
に
係
る
公
文
書
が
不
存
在
の
た
め
開
示
で
き
な
い
。

不
存
在
で
あ
る
理
由

請
求
人
が
求
め
る
よ
う
な
文
書
を
作
成
し
て
い
な
い
た
め
。

2
令
和
4
年
1
0
月
3
日

公
文
書
開
示

請
求
書

「
瀬
戸
市
立
小
中
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
及
び
小
中
一

貫
校
（
一
貫
教
育
）
Ｑ
＆
Ａ
」
に

「
(Ａ
)・
・
・
応
用
力
・
対
応
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
『
協
働
型

課
題
解
決
能
力
』
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。
・
・
・
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

議
論
・
検
討
を
経
て
「
応
用
力
・

対
応
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
と

の
結
論
に
至
っ
た
の
か
分
か
る

文
書
等
、
す
べ
て
の
文
書

令
和
4
年
1
1
月
1
5
日

不
開
示

学
校
教
育

課

決
定
の
内
容

請
求
に
係
る
公
文
書
が
不
存
在
の
た
め
開
示
で
き
な
い
。

不
存
在
で
あ
る
理
由

請
求
人
が
求
め
る
よ
う
な
文
書
を
作
成
し
て
い
な
い
た
め
。

3
令
和
4
年
1
0
月
3
日

公
文
書
開
示

請
求
書

１
．
2
0
2
0
.4
.1
～
2
0
2
2
.8
.3
1
に
お

け
る
、
に
じ
の
丘
小
学
校
、
中
学

校
の
各
学
年
の
「
不
登
校
」
児
童

生
徒
数
が
分
か
る
文
書

２
．
に
じ
の
丘
小
学
校
、
中
学
校

の
「
不
登
校
」
児
童
生
徒
数
に
つ

い
て
開
校
前
（
関
係
５
小
２
中
）
、

開
港
後
の
状
況
が
分
か
る
文

書
。
比
較
し
た
文
書

令
和
4
年
1
1
月
1
5
日

一
部
開
示

１
．
令
和
２
年
度
～
令
和
４
年
度
（
７
月
ま
で
）
　
瀬
戸
市
小
中
学
校
児

童
生
徒
の
長
期
欠
席
（
不
登
校
・
怠
学
等
）
の
調
査
集
計
表

２
．
学
校
別
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
近
年
の
推
移

学
校
教
育

課

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
部
分

長
期
欠
席
（
不
登
校
・
怠
学
等
）
の
児
童
生
徒
数
及
び
そ
の
割
合

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
理
由
・
根
拠
規
定

学
校
別
の
長
期
欠
席
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
不
当
に
市
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
瀬
戸
市
情
報
公
開
条
例
第
７
条
第
５
号
に
該
当
す
る
た
め
。

4
令
和
4
年
1
0
月
3
日

公
文
書
開
示

請
求
書

2
0
2
1
年
度
の
瀬
戸
市
立
小
中
学

校
校
長
研
修
会
及
び
教
頭
研
修

会
に
関
す
る
す
べ
て
の
文
書

令
和
4
年
1
1
月
1
5
日

不
開
示

学
校
教
育

課

決
定
の
内
容

請
求
に
係
る
公
文
書
が
不
存
在
の
た
め
開
示
で
き
な
い
。

不
存
在
で
あ
る
理
由

請
求
人
が
求
め
る
瀬
戸
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
研
修
会
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
。

5
令
和
4
年
1
0
月
3
日

公
文
書
開
示

請
求
書

１
．
2
0
2
0
年
度
、
2
0
2
1
年
度
の
各

小
中
学
校
の
児
童
図
書
購
入
額

（
合
計
額
）
が
分
か
る
文
書

２
．
2
0
2
2
年
度
、
各
小
中
学
校
の

学
校
図
書
館
用
と
し
て
購
読
さ

れ
て
い
る
新
聞
名
が
分
か
る
文

書
（
例
：
朝
日
小
学
生
新
聞
　
中

日
新
聞
（
朝
刊
）
）
ま
た
、
そ
の
購

入
額
が
分
か
る
文
書

令
和
4
年
1
1
月
1
5
日

一
部
開
示

１
．
令
和
２
年
度
　
学
校
配
分
予
算
　
３
月
分
執
行
状
況
報
告
書

　
　
令
和
３
年
度
　
学
校
配
分
予
算
　
３
月
分
執
行
状
況
報
告
書

　
　
請
求
書
、
領
収
証
（
図
書
購
入
）

２
．
領
収
証
（
新
聞
購
読
料
）

学
校
教
育

課

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
部
分

・
中
日
こ
ど
も
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
購
入
額
が
分
か
る
文
書

・
請
求
書
、
領
収
証
の
印
影

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
理
由
・
根
拠
規
定

・
中
日
こ
ど
も
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
は
、
購
入
代
金
の
支
払
い
が
年
度
末
で
あ
り
、
開
示
請
求
時
点
に

お
い
て
購
入
額
が
分
か
る
文
書
は
存
在
し
な
い
た
め
。

・
請
求
書
、
領
収
証
の
印
影
は
、
法
人
に
関
す
る
情
報
で
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人

の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
瀬
戸
市
情
報
公

開
条
例
第
７
条
第
３
号
に
該
当
す
る
た
め
。

6
令
和
4
年
1
1
月
8
日

公
文
書
開
示

請
求
書

２
０
２
２
年
度
４
月
校
長
会
議
要

項
の
５
ペ
ー
ジ
及
び
資
料
１
４
①

令
和
4
年
1
1
月
2
2
日

一
部
開
示

２
０
２
２
年
度
４
月
校
長
会
議
要
項
の
５
ペ
ー
ジ
及
び
資
料
１
４
①

学
校
教
育

課

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
部
分

特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
の
障
害
種
別

開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
理
由
・
根
拠
規
定

他
の
情
報
等
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
瀬
戸
市
情
報

公
開
条
例
第
７
条
第
２
号
に
該
当
す
る
た
め
。
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令
和
4年

10
月
請
願
に
つ
い
て

N
O

提
出

年
月
日

請
願
内
容

担
当
部
署

備
考

1
令
和
4
年

1
0
月
3
0
日

1
.
　
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
に
対
し
、
真
摯
に
対
応
し
な
い
教
育
長
、
教
育
政
策
課
関
係
職

員
を
処
分
す
る
こ
と
。

教
育
政
策
課
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令和4年11月1日現在

　　　　会　　　場 連絡先 開始時間

陶原公民館

８３－３５７９

深川公民館

８２－０４５３

道泉地域交流センター

８３－９０８４

祖母懐公民館

８２－９３０４

古瀬戸公民館

８３－８７４１

東明公民館

８２－８０２４

效範公民館

８２－１０９５

長根公民館

８５－０９１１

水南公民館

２１－２５５６

水野地域交流センター

７８－２５３１

山口公民館

８７－０７００

幡山公民館

８７－４０００

下品野地域交流センター

４１－４１１８

品野台地域交流センター

４１－２２５３

掛川公民館

４８－６１６５

原山公民館

８３－９２３１

萩山公民館

８４－２０８８

八幡公民館

８２－９４５６

西陵地域交流センター

４８－５９８４
人

647 人 627

63 人 107西　陵 西陵小学校体育館 10:30 44 人

八　幡 31 人 30 人 61

人 27 人

人萩　山 18 人 16 人 34

人

3 人 8 人

原　山 14 人 13

13 人

掛　川 掛川小学校体育館 10:00 5 人

72 人

品野台 品野台地域交流センター 11:00 8 人 5 人

128 人

下品野 下品野小学校体育館 10:30 38 人 34 人

94 人

幡　山 幡山西小学校体育館 10:30 56 人 72 人

60 人

山　口 幡山東小学校体育館 10:30 51 人 43 人

98 人

水　野 水野小学校体育館 10:30 29 人 31 人

86 人

水　南 瀬戸蔵つばきホール 10:15 54 人 44 人

247 人

長　根 長根小学校体育館 10:30 43 人 43 人

21 人

效　範 南山中学校体育館 10:30 131 人 116 人

東　明 12 人 9 人

16 人 9 人 25 人

人 30 人

15 人 32 人

祖母懐

にじの丘小学校体育館 10:30

18

5

人 12

古瀬戸

人 14 人

道　泉 瀬戸蔵つばきホール 13:30 17 人

64 人 117 人

深　川 旧深川小学校体育館 10:30 9 人

令和5年1月8日(日)　二十歳を祝う会一覧表（平成14年4月2日生～平成15年4月1日生）　

男 女 合計

陶　原 陶原小学校体育館 10:30 53 人

人 1,025

人 1,274 人合計

699 人 634 人

人

（昨年度参考）令和4年成人式対象者（最終）

（昨年度参考）令和4年成人式出席者

出席率 77%

1,333 人

536 人 489

原山公民館

萩山小学校体育館

八幡公民館

11:00

10:30

10:30
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氏　名 所属（勤務先・学校）

第１区 川原
かわはら

　遼紗
は る さ

幡山中学校　３年

（２．８ｋｍ） 下村
しもむら

　咲葵
さ き

水野中学校　２年

第２区 伊藤
い と う

　悠真
ゆ う ま

水野中学校　３年

（２．８ｋｍ） 山本
やまもと

　敬太
け い た

南山中学校　３年

第３区 岩田
い わ た

　愛白
ま し ろ

水野小学校　５年

（１．３ｋｍ） 土本
つちもと

　隼叶
は や と

品野台小学校　６年

第４区 織田
お だ

　晃帆
あ き ほ

瑞陵高等学校　１年

（４．４ｋｍ） 松岡
まつおか

　菜乃
な の

聖霊高等学校　１年

第５区 河村
かわむら

　飛香
あすか

東山小学校　５年

（１．１ｋｍ） 加藤
かとう

　由佳
ゆ い か

下品野小学校　６年

第６区 荘司
し ょ う じ

　麻衣
ま い

ユニクロ

（４．４ｋｍ） 三浦
み う ら

　萌々子
も も こ

中京大学

第７区 脇野
わ き の

　伸行
のぶゆき

トヨタ情報システム愛知株式会社

（４．４ｋｍ） 伊藤
い と う

　栄志
え い じ

Ｌｉｔｔｓ

第８区 山本
やまもと

　優晟
ゆうせい

豊田大谷高等学校　２年

（４．４ｋｍ） 梅村
うめむら

　涼雅
りょ うが

豊田大谷高等学校　３年

第９区 田村
た む ら

　陸
り く

株式会社　サングリーン

（５．０ｋｍ） 堀江
ほ り え

　爽
そう

太郎
た ろ う

南山大学　３年

河村
かわむら

　修一
しゅういち

愛知総合工科高等学校

古村
ふるむら

　高志
た か し

南山中学校

中学生男子

一般男子

監　督

コーチ

　※ 各区間上段が正選手、下段が控え選手（予定）　　　　 　 　   　 　　　（敬称略）

小学生男子

ジュニア女子

小学生女子

一般女子

４０歳以上

ジュニア男子

　愛知万博ﾒﾓﾘｱﾙ 第１５回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（愛知駅伝）

 　 日時：令和５年１月１４日（土）
 　 場所：愛・地球博記念公園（モリコロパーク）

瀬 戸 市 代 表 チ ー ム 名 簿

区　分

中学生女子
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2022/5/20 

1 

 

大会要項（案） 

 

名称     愛知万博メモリアル 第 15回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（略称 愛知駅伝） 

趣旨     2005 年に開催された「愛知万博」についてメモリアルイベントを通じ次世代へ語り継ぐと同

時に、愛知県内各市町村の交流、市町村合併後の一体化の促進、県民意識の高揚、県民スポー

ツの振興を主目的として実施する。 

主催     愛知駅伝実行委員会【構成団体】愛知陸上競技協会、東海テレビ放送 

共催     愛知県、愛知県教育委員会、中日新聞社  

後援     愛知県市長会、愛知県町村会、参加市町村教育委員会、（公財）愛知県スポーツ協会        参加市町村体育協会、参加市町村スポーツ協会、愛知県小中学校長会、        愛知県公立高等学校長会、愛知県特別支援学校長会、愛知県私学協会、        愛知県中小学校体育連盟、愛知県高等学校体育連盟、愛知県スポーツ推進委員連絡協議会、        （一財）地球産業文化研究所、（公財）愛知県市町村振興協会 

協力     （公財）愛知県都市整備協会、（公財）愛知公園協会        （一財）2005年日本国際博覧会記念災害救急医療研究財団、愛知高速交通株式会社 

特別協賛   未定 

協賛     未定 

1. 期日   2023年 1月 14日（土） スタート時間調整中 雨天決行 

参加チーム数 54チーム（愛知県内全市町村） 

コース    「愛・地球博記念公園」内、周回コース 

区間・距離  9区間 30.6Km 

第 1区 大芝生広場～大芝生広場            2.8Km 中 学 生（女子） 

第 2区 大芝生広場～大芝生広場  2.8Km 中 学 生（男子） 

第 3区 大芝生広場～大観覧車前広場  1.3Km 小 学 生（男子） 

第 4区 大観覧車前広場～あいちアートスクエア   4.4Km ジュニア（女子） 

第 5区 あいちアートスクエア～大観覧車前広場   1.1Km 小 学 生（女子） 

第 6区 大観覧車前広場～あいちアートスクエア   4.4Km 一  般（女子） 

第 7区 あいちアートスクエア～あいちアートスクエア 4.4Km 40歳以上（不問） 

第 8区 あいちアートスクエア～あいちアートスクエア 4.4Km ジュニア（男子） 

第 9区 あいちアートスクエア～大芝生広場  5.0Km 一  般（男子） 

出場資格   １ 競技者は 2022年 10月 1日現在、市の部は各市に在住している者、町村の部は各町村に

在住または在勤している者とする。（在住とは住民票のある所在地）ただし、県内の小・

中・高校生は保護者の居住地から出場するものとする。          また、外国籍留学生は本人の在籍する学校の所在地から出場するものとする。 

２ 他県居住の者又は他市町村居住の者であっても、出身中学校所在地の市町村からの出場
を認める。ただし、市の部は 2 名以内の出場とする。出身中学校が国立、私立、区域外

就学による隣接市町村の中学の場合には中学卒業時に保護者が居住していた市町村とす

る。 

３ （１）ジュニアとは 2004年 4月 2日から 2007年 4月 1日までに生まれた者とする。   （２）一般とは 2004年 4月 1日以前に生まれた者とする。 
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         （３）40歳以上とは 1983年 1月 14日以前に生まれた者とする。 

４ 複数のチームから参加依頼がある場合は、本人の意思を尊重し、当事者間で十分協議の上
決定する。 

５ 全日本実業団対抗駅伝競走大会・全日本実業団対抗女子駅伝競走大会の地区予選会に出
場するチームに所属する選手は、各チーム 1名までとする。（補欠も含む） 

６ ふるさと交流選手制度の規定を別に定める。 

チーム編成  １ 各市町村 1チームとする。 

２ チームは監督 1名、コーチ 1名、選手 9名、補欠 9名以内の計 20名以内とする。 

３ それぞれの区間は決められた競技者が走ること。違反チームは失格となる場合がある。 

競技規定   １ 本大会は 2022年度日本陸上競技連盟競技規則、同連盟駅伝競走規準及び本大会要項によ

り実施する。 

２ 市町村対抗とし、市の部・町村の部の 2部制（ただし同時スタート）とする。 

３ 競技者は統一のユニフォームで競技すること。 

４ ユニフォームにはチーム名以外の表記をしてはならない。チーム名は市町村名とする。 

５ アンダーウェアは無地で商標がないものとする。 

６ 競技には一切伴走は認めない。 

７ 引き継ぎにはタスキを用いる。（タスキは主催者で準備し、大会当日チーム受付時に支給
する。） 

８ 区間の途中で走者を交代することはできない。 

９ ナンバーカードは、ユニフォームの胸・背部にそのまま縫い付ける。（ナンバーカードは
主催者が支給する。）       １０ レース中に走者が不慮の事故のため競技を中止した場合、または、審判員が中止を命令し
た場合は、その区間と総合成績は認めないが、その他の区間の成績は認める。 

１１ 走者は道路の中心よりできるだけ左側を走行すること。 

１２ 競技運営上必要がある場合及び大会審判長の判断で後方チームの繰り上げ出発を行う。 

１３ 競技者・付き添者は、主催者が誘導して配置する。 

１４ その他    （１）主催者において、参加者全員を被保険者としてスポーツ保険に加入する。 

また、主催者は事故に対する応急処置はするが、その後の責任は負わない。          （２）参加競技者は、保険証又は保険証の写しを持参すること。 

   （３）競技者は医師の診断を受診するなど、体調には万全の配慮をすること。なお、       医師の診断とは学校・会社等の定期健康診断等を含む。  

競技者変更  １ 正式オーダー表を第三回説明会受付時（大会前々日）に提出すること。オーダー表提出後
の競技者変更は、補欠をその区間の交代として補充すること。この場合、大会本部に届け

ること。（大会当日チーム受付時） 

２ 補欠の中に交代する種別の選手がいない場合のみ、医師の診断書を提出するか、本大会の
オフィシャルドクターの診断を受けることで 2名以内の変更が認められる。 

（大会当日チーム受付時） 

※大会当日 9:45以降の競技者の変更は原則認めないが、実行委員長が承認した場合は 

その限りでない。 
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表彰     １ 市・町村対抗の 2部制とし優勝旗・優勝杯（それぞれ持ち回り）・賞状・メダル・愛知県

知事賞・市長会会長賞、町村会会長賞（上位 3位まで）を授与する。 

２ 市の部、町村の部とも 10位まで表彰する。 

３ 区間優勝者には区間賞を授与する。（市・町村の部とも）    小学生男女のみ 8位まで表彰する。（市・町村の部とも） 

４ 前年度大会よりも順位が上がったチームに対し敢闘賞を授与し、このうち、上がった順位
数が多い上位 3チームにはモリコロ賞（地球産業文化研究所賞）を授与する。（市・町村

の部とも） 

表彰式   大会当日 1月 14日（土）大芝生広場       対象は優勝チーム（市・町村の部）とする。 

申し込み  １  7月 1日（金）までに参加確認書を提出すること。       ２ 11月 11日（金）までにチーム申し込みを所定の様式で提出すること。         なお、本大会に参加する選手は、プログラム及び大会成績等に氏名、所属等が記載される 

ことを了承して申し込むこと。メンバー表提出後の選手変更はプログラムに反映されない場

合がある。 

この大会の映像や写真等は大型スクリーンやインターネット等への転載、次年度の大会告知

などに使用することがある。          

現地下見会 １   12月 24日（土） 8時 30分～ 愛・地球博記念公園       ２   12月 25日（日） 8時 30分～ 愛・地球博記念公園       ３    1月  7日（土） 8時 30分～ 愛・地球博記念公園 

説明会   第一回  5月 20日（金）14時 00分～  テレピアホール       第二回 11月 24日（水）14時 00分～ 愛知県自治センター E会議室       第三回  1月 12日（木）14時 00分～ 調整中            （監督会議） 受付 13時 00分～13時 30分（オーダー提出） 

 

テレビ放映  2023年 1月 14日（土）放送時間・放送形式等調整中 

 

問い合わせ先  愛知駅伝事務局（東海テレビ放送内）         TEL 052-951-2511(代表) / FAX 052-954-1160 
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競技注意事項 

  本大会は 2022年日本陸上競技連盟競技規則・同連盟駅伝競走規準並びに本大会要項による。 

１．出場競技者について 

（１）第 1走者より第 9走者の正式オーダーは、前々日の第三回説明会・監督会議受付時（13：00～13：30）

に所定の用紙で提出すること。このオーダーは 11 月 11 日までに提出した選手メンバー表より選ばれ

る。 

（２）大会当日は、全チーム、必ずチーム受付をする。場所は大会本部。（9:30~9:45） 

（３）オーダー（走者順）提出後の競技者の変更は、補欠をその区間の交代として補充すること。この場合、

大会本部に届け出ること。（大会当日チーム受付時、9:30～9:45） 

補欠の中に交代する種別の選手がいない場合のみ、2名以内で医師の診断書か、本大会のオフィシャル

ドクターの診断を受け変更する。（9:30~9:45まで本部に詰める）区間同士の変更はできない。 

※大会当日 9:45以降の競技者の変更は原則認めないが、実行委員長が承認した場合はその限りでない。 

（４）申込みチームは、本大会要項の参加資格・チーム編成・競技規則・競技者変更に従って行う。 

２．ナンバーカードについて 

（１）ナンバーカードは一人 4枚配付する。その利用方法は次の通り。   ア 2枚はユニフォームの胸と背に糸でそのままの状態で縫いつけること。なお、市区町村名がよく見え

るようにする。     また、枝番号の「1」は第 1走者が、「9」は第 9走者が付けるようにする。   イ 2枚は競技者のスタート直前、一番上に着ている上着の胸と背に付けること。 

ウ ナンバーカードの例は別紙参照。 

３．競技者の招集時刻・場所・誘導について 

（１）チームの受付（9:30～9:45）は大会本部で行う。 

（２）競技者は招集場所の大芝生広場（ステージ前）にチーム及び区間ごとに整列し点呼を受ける（第一点呼）。    最終点呼は（各現場）で行う。集合時刻に遅れないこと。 

（３）競技者及び付き添者は主催者で誘導して配置する。 

（４）第 1走者は必ず大会当日チーム受付時に渡されたタスキを持参する。 

（５）各区間競技者の集合・点呼時刻・場所および誘導計画 

走 者 中継所配置場所 招集場集合 招集場発 最終点呼 先頭通過予定時刻 

第１区走者 スタート地点 大芝生広場      ２ 第１中継所 大芝生広場      ３  ２ 大芝生広場      ４  ３ 大観覧車前広場      ５  ４ あいちアートスクエア      ６  ５ 大観覧車前広場      ７  ６ あいちアートスクエア      ８  ７ あいちアートスクエア      ９  ８ あいちアートスクエア     

 ゴール 大芝生広場     
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４．競技について 

（１）競技者は道路の中心より右側に出ないように注意し、できるだけ左側を走行すること。 

（２）引き継ぎ用のタスキは大会本部で準備し大会当日チーム受付時に配付する。タスキにはマイクロチップ

が入っているので大会終了後は大会本部に返却すること。 

（３）競技中タスキは肩からななめ脇下へかけて走るものとし、肩にかけていない者は失格になる場合がある。

ただし、中継所の前後は手に持って走ってもよいが、引き継ぎ後はできるだけ早く肩にかけて走ること。 

（４）タスキの引き継ぎは中継線より進行方向 20ｍの引き継ぎゾーン内で行い、手から手へ受け渡しするこ

と。なおタスキを引き継ぐ競技者は競技時間帯になれば、競技役員の指示を受け待機ゾーンに入り、競

技者が近づいたら中継線に位置する。 

（５）中継所においてタスキを渡し終わった競技者は、速やかに左側に寄るか、走路外に出ること。 

（６）競技者が途中において競技を続行できない状態になったり、医師などにより競走の中止を命じられたり

した場合は、当該チームの、その区間の競技は無効とする。この場合そのチームは、審判長の指示に従

い、次区間走者から再び競技を続行することができる。また、無効となった区間以外の各区間の記録は

認められる。なお再スタートの時期は最終チームの走者と同時にスタートする。 

（７）第１走者の出発の要領は次の通り。 

出発の約 20分前に最終コール・15分前にスタート地点に移動・5分前にユニフォーム姿となる。 

1 分前・30 秒前をコールする。スターターは 10 秒前のアナウンスの後、「オン･ユア･マークス」と通

告する。競技者は「オン･ユア･マークス」の合図でスタートラインに並びピストルの合図でスタートす

る。 

（８）競技運営上必要がある場合および大会審判長の判断で後方チームの繰り上げ出発を行う。 

（９）走り終わった競技者および付き添い者はそれぞれ各自でスタート・フィニッシュ地点まで移動する。そ

の場合、競技中なのでレースの妨げにならないようにする。 

 

ナンバーカードの例 

 

 

１６-１ 
愛 知 市 

１６はチーム番号 

１は走者順（区間） 
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「第 15回愛知駅伝」ふるさと交流選手制度について 

  本大会の開催趣旨の一つである「愛知県内各市町村の交流」を踏まえ、人口に伴う市町村間のチーム力の格
差の緩和を図るため、他市町村の選手を「ふるさと交流選手」としてエントリーできるものとする。 

 

１．ふるさと交流選手制度を活用したチーム編成を認める。 

ただし、男子 1区間 1名、女子 1区間 1名の最大 2区間 2名を上限とする。 

２．ふるさと交流選手制度の詳細は以下とする。 

（１）ふるさと交流選手の資格   ア 2022年 10月 1日現在、愛知県内に在住または在勤している者   イ いずれの市町村からも出場依頼を受けてない者   ウ いずれの市町村であっても出場する意思のある者 

（２）ふるさと交流選手の募集の手続き   ア ふるさと交流選手として出場を希望する者は、ウ に定める公募受付期間内において、所定の手続き

により、申込書を大会事務局宛てに提出する。   イ 申込書を提出した者については、主催者による審査の上、「ふるさと交流選手希望者名簿」に登載す
る。ただし、いずれかの市町村から出場依頼を受けた場合はこれを優先するものとし、その時点で「ふ

るさと交流選手希望者名簿」から削除する。   ウ ふるさと交流選手希望の公募受付期間は、2022年 10月 24日から 11月 4日とする。 

（３）ふるさと交流選手制度適用の手続き   ア 適用を希望する市町村は、エ に定める申請受付期間内において、所定の手続きにより申請を大会事

務局宛てに提出する。   イ 申請書を提出した市町村については、主催者による審査の上、適用を決定する。   ウ 適用が決定した市町村は、「ふるさと交流選手希望者名簿」に登載された者の中から、希望する選手
を 1区間につき 1名に限り指名することができる。   エ ふるさと交流選手制度適用の申請受付期間は、2022年 10月 31日から 11月 4日とする。なお、こ

の期間以降に適用の必要が生じた場合は、11月 11日まで随時申請を受け付ける。 

（４）ふるさと交流選手の決定   ア 適用が決定した市町村による指名   イ 候補者 1名に対し複数の市町村が希望した場合は、大会事務局による抽選の結果、決定 

（５）ふるさと交流選手の起用   ふるさと交流選手が決定した市町村は、当該選手が大会当日までにやむを得ない理由（病気・怪我等）に
より出場ができなくなった場合を除き、当該選手を必ず正選手として起用しなければならない。 

 

 

以上 
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４年第３９号議案  

令和５年度瀬戸市教職員定期人事異動方針について  

令和５年度瀬戸市教職員の定期人事異動を行うにあたり、その方針等を  

別紙のとおり定めるものとする。  

令和４年１２月８日提出 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会   

 教育長  加藤 正彦   

 

（理 由） 

この案を提出するのは、令和５年度瀬戸市教職員定期人事異動を行うに

あたり、その方針を定める必要があるからである。  
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令和５年度 瀬戸市教職員定期人事異動方針について 

 

瀬戸市教育委員会 

１ 方  針 

令和５年度愛知県教育委員会の定期人事異動方針及び実施要領に基づいて実施する。 

 (1) 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い､年度当初から組織力を発揮できる体制づくり

を図るとともに､教職員の意識向上及び職場の活性化を図る｡ 

(2) 職務経験の多様化や本市における学校教育の将来を担う人材の育成をねらいとした配置を推進

する｡ 

(3) 特別支援教育の一層の充実や各学校の魅力化の推進や課題解決をねらいとした配置に努める｡ 

(4) 校長､教頭等への昇任に当たっては､厳正かつ公平な審査に基づき､勤務成績が優秀で､かつ､意

欲､行動力を有する教職員を男女を問わず登用する｡特に､改革意識を持ち､効率的な業務運営を行

うための高い経営センスと管理･監督能力を備えた人間性豊かな教職員を登用する｡ 

(5) 教職員の需要と供給の関係から遠隔地への勤務を余儀なくされている者については、計画的に

調整に努める。 

 

２ 実施要領 

(1) 管理職人事 

① 転任 

学校の円滑かつ正常な運営を期するため、原則として同一校勤務２年未満の者の異動及び校

長、教頭の同時異動は行わない。 

② 昇任 

校長については、愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公立小中学校長任用

候補者名簿」に登載された者から登用する。 

教頭については、愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用

候補者名簿」に登載された者から登用する。 

ただし、校長・教頭とも、特別の事情がある場合のほか、令和５年３月３１日における年齢

が、５７歳以下である者とする。 

③ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、本人の申し出に基づき降任を認める。 

(2) 教員人事 

① 教員に、多様かつ豊富な教育的経験を得させるために、市町間・学校種別間の交流について

配慮する。              

② 同一校の長期・短期勤務者の異動について 

ア 同一校勤務１０年以上の者は、特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来同一校

勤務６年以上の者についても同様とする。 

イ 同一校勤務３年未満の者は、特別の事情のない限り異動の対象としない。 

③ 異動後の通勤時間は、原則として片道おおむね１時間３０分程度までとするが、常に教職員  

の適正な配置を優先して考慮する。 

④ 同一校内における婚姻の場合は、転任について特別に考慮する。 

 

※ なお、令和５年度の県費負担市町村立学校事務職員及び学校栄養職員の人事異動については、

愛知県教育委員会の方針に準ずる。 
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令 和 ５ 年 度 教 職 員 定 期 人 事 異 動 方 針 

 

                          愛知県教育委員会     

 

 

   県民の信託に応えて本県公立学校教育の一層の充実・振興を図り、一層高度

化・複雑化する課題に対して、スピード感を持ってこれに対応できるよう、教

職員の意識改革・士気高揚を求め、組織力を向上させるため、次の基本方針に

基づいて定期人事異動を実施する。 

 

  １ 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い、年度当初から組織力を発

揮できる体制づくりを図る。 

 ２ 職務経験の多様化や本県公立学校教育の将来を担う人材の育成をねらいと

した配置を推進する。 

  ３ 全県的視野に立ち、広域にわたる人事をさらに推進し、教職員の意識向上

及び職場の活性化を図る。 

  ４ 特別支援教育の一層の充実や各学校の魅力化の推進や課題解決をねらいと

した配置に努める。 

  ５ 校長、教頭等への昇任に当たっては、厳正かつ公平な審査に基づき、勤務 

   成績が優秀で、かつ、意欲、行動力を有する教職員を男女を問わず登用する。 

特に、改革意識を持ち、効率的な業務運営を行うための高い経営センスと管 

理・監督能力を備えた人間性豊かな教職員を登用する。 
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令 和 ５ 年 度 教 職 員 定 期 人 事 異 動 実 施 要 領 

 
 人事異動方針の実現を図るため、この要領に基づき、異動を実施する。 
第１ 県立学校関係 

１ 管理職人事 
   管理職人事の転任及び昇任については、広域的な視野に立って行う。 
   (1) 転任 
     学校の円滑かつ正常な運営を期するため、原則として同一校勤務２年未満の者の異動及び校長、

教頭（複数教頭の場合にあっては、その全部の教頭をいう。）の同時異動は行わない。 
  (2) 昇任 
   ① 校長 
      愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公立学校長任用候補者名簿」に登載され

た者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和５年３月３１日における年齢が、
５７歳以下である者とする。 

   ② 教頭 
      愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用候補者名簿」に登載 

された者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和５年３月３１日における年 
齢が、５７歳以下である者とする。 

   ③ 部主事 
愛知県公立特別支援学校部主事任用候補者選考審査による「愛知県公立特別支援学校部主事任

用候補者名簿」に登載された者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和５年
３月３１日における年齢が、５７歳以下である者とする。 

 ２ 教員人事 
  (1) 転任 
    学校間の教職員構成の適正化、職務経験の多様化、学校運営の活性化等を旨とし、次の点を配慮

して行う。 
   ① 同一校勤務１０年以上の者は、特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来同一校勤務

６年以上の者についても同様とする。 
   ② 同一校勤務３年未満の者は、特別の事情のない限り異動の対象としない。 

③ 全・定・通の課程間、普・専の学科間及びへき地学校・校舎への人事交流を活発化し、異なる
課程・学科等における職務経験をもつように配慮する。新任以来３年を経過した者については極
力その対象とする。 

   ④ へき地学校、校舎及び定時制・通信制課程の学校に勤務３年以上の者の異動希望については配
慮する。 

   ⑤ 異動後の通勤時間は、原則として公共交通機関で片道１時間３０分以内となるよう配慮する。 
  (2) 新規採用 
   ① 新規採用者は、地域間及び学校間の均衡を考慮して、全県的視野に立って配置する。 
   ② 出身高等学校には、特別の事情がある場合を除くほか配置しない。 
 ３ その他の事項 
  (1) 退職及び降任 
   ① 退職勧奨については、別に定める者について行う。 
   ② 職務遂行能力の減退した者又はその適性不十分な者については、降任の措置をとることができ

る。 
   ③ 自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降任を認め

る。 
  (2) 人事異動公募制度に基づく人事 
        特色ある学校づくりなどの取組に必要な人材確保を支援し、人事異動の活性化を促進するため、

愛知県立学校教員人事異動公募制度実施要領を別に定め、この要領に基づき異動を実施する。 
  (3) 人事異動の特例 
    次に掲げる者の人事異動に当たっては、本人の希望その他の状況に留意して実施する。 
   ① 身体障害者 
   ② 傷病により休職した者で、復職後２年未満の者 
   ③ 令和４年度に１月以上にわたる療養休暇を与えられた者で、予後の経過が良くない者 
   ④ 現在１月以上にわたる療養休暇を与えられている者 
   ⑤ 令和４年度の健康診断による指導区分がＢ１、Ｂ２、Ｃ１及びＣ２の者 
   ⑥ 令和４年度に出産した者、現在妊娠中の者及び育児休業中の者 
  (4) 異動の発令月日 
     退職は令和５年３月３１日付け、新規採用、転任及び昇任は令和５年４月１日付けとする。 
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第２ 小中学校関係 
 １ 管理職人事 
   管理職人事の転任及び昇任については、広域的な視野に立って行う。 
  (1) 転任 
    学校の円滑かつ正常な運営を期するため、原則として同一校勤務２年未満の者の異動及び校長、

教頭の同時異動は行わない。 
  (2) 昇任 
   ① 校長 
     愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公立学校長任用候補者名簿」に登載され

た者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和５年３月３１日における年齢が、
５７歳以下である者とする。 

   ② 教頭 
     愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用候補者名簿」に登載

された者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和５年３月３１日における年
齢が、５７歳以下である者とする。 

 ２ 教員人事 
  (1) 転任 

学校間の教職員構成の適正化、職務経験の多様化、学校運営の活性化等を旨とし、次の点を配慮
して行う。 

   ① 広域にわたる人事は、中堅教員を主として、積極的に異動を推進する。 
   ② 同一校勤務１０年以上の者は、特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来同一校勤務

６年以上の者についても同様とする。 
   ③ 同一校勤務３年未満の者は、特別の事情のない限り異動の対象としない。 
   ④ 小・中・義務教育学校間の人事交流を活発化し、異なる校種における職務経験をもつように配

慮する。 
   ⑤ 新設校の教職員構成は、豊かな教職経験と優れた指導力を有する人材を確保するよう特に配慮

する。 
   ⑥ へき地学校及び分校に勤務する者については、実態をふまえ配慮する。また、特別支援学級担

当者についても同様とする。 
   ⑦ 異動後の通勤時間は、原則として公共交通機関で片道１時間３０分以内となるよう配慮する。 
   ⑧ 市町村教育委員会は、校長の意見の申し出があった教職員の内申を行うときは、当該校長の意

見を付するものとする。 
  (2) 新規採用 

① 新規採用者は、地域間及び学校間の均衡を考慮して、全県的視野に立って配置する。 
② 新規採用候補者の住所の所在する学区の小学校、中学校又は義務教育学校には、特別の事情が

ある場合を除くほか配置しない。 
 ３ その他の事項 
  (1) 退職及び降任 
   ① 退職勧奨については、別に定める者について行う。 
   ② 職務遂行能力の減退した者又はその適性不十分な者については、降任の措置をとることができる。 
   ③ 自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降任を認める。 
  (2) 人事異動の特例 
    次に掲げる者の人事異動に当たっては、本人の希望その他の状況に留意して実施する。 
   ① 身体障害者 
   ② 傷病により休職した者で、復職後２年未満の者 
   ③ 令和４年度に１月以上にわたる療養休暇を与えられた者で、予後の経過が良くない者 
   ④ 現在１月以上にわたる療養休暇を与えられている者 
   ⑤ 令和４年度の健康診断による指導区分がＢ１、Ｂ２、Ｃ１及びＣ２の者 
   ⑥ 令和４年度に出産した者、現在妊娠中の者及び育児休業中の者 
  (3) 異動の発令月日 
    退職は令和５年３月３１日付け、新規採用、転任及び昇任は令和５年４月１日付けとする。 
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令和５年度県費負担市町村立学校事務職員人事異動方針 

 

 

県民の信託にこたえ、本県公立学校教育の一層の充実・振興を図り、事務職員の資

質向上と効率的な学校運営を図るため、次のことを基本として人事異動を実施する。 

 

１ 事務職員の能力をより一層発揮させるため、適材を適所に配置する。 

 

２ 職務経験の多様化や、効率的な人材育成をすすめる配置を行う。 

 

３ 広域的な視野に立ち、市町村間・教育事務所間の異動を推進する。 

 

４ 昇任に当たっては、勤務成績が優秀で企画力や管理能力の優れた事務職員、特に

責任感、行動力、広い視野を持ち合わせた人材を、男女を問わず登用する。 

 

５ 市町村教育委員会の内申を尊重する。 
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令和５年度県費負担市町村立学校事務職員人事異動実施要領 

 

人事異動については、この要領に基づき実施する。 

 

１ 希望把握 

市町村教育委員会においては、校長を通じて事務職員の人事に関する希望を把握し、

内申に当たっては、希望事項に配慮すること。 

 

２ 広域人事 

(1) 市町村間・教育事務所間の異動に当たっては、地域間における事務職員の年齢・経 

  験年数等の構成が均衡を失することのないよう配慮し、広い視野に立ち、広域にわた 

る人事交流を推進すること。 

(2) 特に、同一市町村で長年にわたり引き続き勤務している事務職員については、計画

的に当該市町村外への異動を考慮すること。 

 

３ 転任 

(1) 同一校勤務が７年を超える事務職員については、原則として異動を行うこと。 

(2) 同一校勤務が３年に満たない事務職員については、原則として異動は行わないこと。 

 

４ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降

任を認める。 

 

５ 新規採用者の配置 

新規採用者は、原則として事務職員の複数配置校に配置し、指導・育成が継続して行

われるよう配慮すること。 

 

６ 通勤時間 

通勤時間については、原則として片道１時間３０分以内となるよう配慮すること。 

 

７ 発令期日 

退職は３月３１日付け、新規採用・転任等は４月１日付けを原則とすること。 
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令和５年度県費負担市町村立学校栄養職員人事異動方針 

 

 

県民の信託にこたえ、本県公立学校における健康教育の一層の充実・振興を図り、

学校栄養職員の資質向上を図るため、次のことを基本として人事異動を実施する。 

 

１ 学校栄養職員の能力をより一層発揮させるため、適材を適所に配置する。 

 

２ 職務経験の多様化や、効果的な人材育成をすすめる配置を行う。 

 

３ 広域的な視野に立ち、市町村間・教育事務所間の異動を推進する。 

 

４ 昇任に当たっては、勤務成績が優秀で企画力や管理能力の優れた学校栄養職

員、特に指導力、責任感、広い視野を持ち合わせた人材を、男女を問わず登用す

る。 

 

５ 市町村教育委員会の内申を尊重する。 
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令和５年度県費負担市町村立学校栄養職員人事異動実施要領 

 

人事異動については、この要領に基づき実施する。 

 

１ 希望把握 

  市町村教育委員会においては、校長を通じて学校栄養職員の人事に関する希望を把

握し、内申に当たっては、希望事項に配慮すること。 

  なお、共同調理場に勤務する学校栄養職員の在籍校の校長は、共同調理場の長と意

見調整を行うものとする。 

 

２ 広域人事 

(1) 市町村間・教育事務所間の異動に当たっては、地域間における学校栄養職員の年

齢・経験年数等の構成が均衡を失することのないよう配慮し、広い視野に立ち、広

域にわたる人事交流を推進すること。 

(2) 特に、同一市町村で長年にわたり引き続き勤務している学校栄養職員については、

計画的に当該市町村外への異動を考慮すること。 

 

３ 転任 

(1) 同一校又は同一共同調理場勤務が７年を超える学校栄養職員については、原則と

して異動を行うこと。 

(2) 同一校又は同一共同調理場勤務が３年に満たない学校栄養職員については、原則

として異動は行わないこと。 

 

４ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき

降任を認める。 

 

５ 新規採用者の配置 

  新規採用者は、原則として学校栄養職員を複数配置する共同調理場に配置し、指導・

育成が継続して行われるよう配慮すること。 

 

６ 通勤時間 

  通勤時間については、原則として片道１時間３０分以内となるよう配慮すること。 

 

７ 発令期日 

  退職は３月３１日付け、新規採用・転任等は４月１日付けを原則とすること。 
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４年第４０号議案  

   学齢児童生徒の教育事務の委託について  

 次の区域に住所を有する、学齢児童生徒の令和５年度に係る教育事

務については、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第４０条及び

第４９条の規定に基づき、多治見市教育委員会及び春日井市教育委員

会へそれぞれ委託するものとする。  

令和４年１２月８日提出  

 瀬戸市教育委員会  

 教育長  加藤  正彦  

 

区   域  委 託 先 

下半田川町  多治見市教育委員会  

定光寺町 春日井市教育委員会  

鹿  乗  町  

（一  部）  
春日井市教育委員会  

 

（理由）  

 この案を提出するのは、教育事務を委託するに当たり、教育委員会

の議決を求めるため必要があるからである。  
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単位：人

多治見市教育委員会

学　　校　　名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

多治見市立南ケ丘中学校 4 2 0 6

春日井市教育委員会

学　　校　　名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

春日井市立高座小学校 1 1 0 0 0 0 2

春日井市立高蔵寺中学校 3 1 5 9

令和５年度教育事務委託学校別一覧表
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令和５年１月　定例教育委員会日程表

月日 曜日

1/1 日

2 月

3 火

4 水

5 木 新年祝賀式 瀬戸蔵つばきホール 午前１０時００分～ 全委員

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水 愛日地方事務協議会 尾張旭市役所 午後２時００分～
教育長
教育長職
務代理者

12 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市学校給食センター　会議室
瀬戸市学校給食センター　会議室

午後１時１５分～
午後１時４５分～

全委員

13 金

14 土

15 日
16 月

17 火
18 水
19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員2月9日(木)

件　　　　　　　名
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